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【
ア
ソ
シ
エ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
】

二
〇
一
九
年
・
天
皇
の
代
替
わ
り

私
・
た
ち
は
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
を
貫
く

「『
米
騒
動
』
一
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
終
え
た
私
・
た
ち
の
「
現
在
地
点
」

生
・
労
働
・運
動
ネ
ッ
ト

富
山

Ⅰ
．
は
じ
め
に

「『
米
騒
動
』
一
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
チ
ー
フ

社
会
運
動
の
古
典
的
な
範
型
が
解
体
さ
れ
て
久
し
く
、
既
存
の
社
会
変
革
の
理
念

か
ら
変
革
の
具
体
的
な
展
望
が
失
わ
れ
て
い
る
現
在
、
私
・
た
ち
の
手
に
あ
る
最
後

の
根
拠
は
、
い
か
な
る
理
念
・
党
派
的
展
望
に
も
関
わ
り
な
く
、
自
ら
が
こ
の
世
界

に
在
る
こ
と
に
お
い
て
抱
く
不
全
感
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
武
器
と
し
て
、
世

界
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
私
・
た
ち
が
唯
一
手
が
か
り
と
し
う
る
も

の
は
、
私
・
た
ち
の
と
こ
ろ
ま
で
流
れ
て
く
る
、
こ
の
列
島
に
お
け
る
民
衆
の
闘
い

の
軌
跡
、
民
衆
の
〈
じ
ゃ
な
か
し
ゃ
ば
〉
へ
の
希
求
の
系
譜
で
あ
る
。

忘
却
の
か
な
た
に
お
い
や
ら
れ
た
か
に
み
え
る
記
憶
は
、
持
続
的
に
過
去

を
想
起
し
続
け
る
想
像
力
に
よ
っ
て
、
現
在
の
中
に
追
体
験
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
過
去
は
過
去
で
は
な
く
な
り
流
動
を
始
め
、
現
在
に
向
か
っ
て
覚
醒
す

る
。
こ
の
時
、
無
意
識
の
ま
ま
に
流
さ
れ
て
い
た
現
在
も
流
動
を
開
始
し
、

今
を
つ
く
る
無
意
識
は
打
破
さ
れ
る
。

（
小
野
沢
稔
彦
）

『
米
騒
動
一
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
私
・
た
ち
が
こ
こ
に
〈
引
用
〉
し
た

言
葉
を
生
き
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
試
み
を
通
じ
て
受
け
止
め
た
、
民

衆
の
〈
じ
ゃ
な
か
し
ゃ
ば
〉
へ
の
希
求

(

そ
れ
を
、
私
・
た
ち
は
〈
生
の
組
み
＝
合

い
〉
＝
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
へ
の
希
求
と
呼
ん
で
い
る
）
を
、
今
こ
こ
か
ら
未
来
へ

向
け
て
生
き
る
こ
と

そ
れ
が
私
・
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。

Ⅱ
．〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉

そ
の
希
求
の
軌
跡
と
現
在

１
．
そ
の
原
型

一
九
一
八
年
の
富
山
は
滑
川
の
地
。
そ
こ
で
湧
き
上
が
る
米
騒
動
の
息
吹
き
。

〈
全
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉

米
を
担
ぐ
陸
仲
仕
の
お
か
か
た
ち
を
先

頭
に
移
出
米
商
の
前
で
二
〇
〇
〇
人
の
群
衆
が
叫
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
理
念

に
貫
か
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
広
ま
り
、
や
が
て
列
島
全
土
が
共
鳴
す
る
。

私
・
た
ち
は
、〈
全
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉
を
目
指
す
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
を
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希
求
す
る
民
衆
運
動
の
原
型
を
、
そ
こ
に
感
じ
た
。

〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
と
は

そ
れ
は
、
近
代
国
家
や
資
本
制
社
会

が
、
常
に
既
存
の
生
活
文
化
や
諸
制
度
を
通
じ
て
、
ソ
フ
ト
な
管
理
で
、

あ
る
い
は
政
治
的
局
面
で
は
剥
き
出
し
の
暴
力
で
、
民
衆
に
強
い
て
く

る
、
人
と
人
と
の
関
係
を
拒
む
在
り
方
＝
〈
自
律
〉
し
た
民
衆
同
士
の

人
と
人
と
の
結
合
の
在
り
方
で
あ
る
。
強
制
力
を
は
ね
の
け
て
成
立
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、い
つ
の
時
代
で
も
そ
れ
は
反
秩
序
的
で
あ
る
。

そ
れ
は
、常
に
開
放
的
で
水
平
な
人
と
人
と
の
関
係
の
結
び
方
で
あ
り
、

共
に
目
指
す
社
会
像
で
も
あ
る
。

２
．
一
九
一
八
年
に
始
ま
り
、
こ
の
列
島
上
を
幾
度
と
な
く
吹
き
抜
け
た
民
衆
運
動

こ
の
一
〇
〇
年
間
、
民
衆
運
動
は
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
を
希
求
し
続
け
た

①

一
九
三
〇
年
代
―
〈
生
の
囲
い
込
み
と
排
除
〉
に
抗
し
て

米
騒
動
以
後
、
爆
発
的
に
頻
度
を
増
す
労
働
争
議
。
激
し
い
闘
い
の
背
景
に

は
、
資
本
主
義
が
必
然
的
に
引
き
起
こ
す
世
界
的
危
機
が
あ
り
、
生
活
苦
に
あ

え
ぐ
労
働
者
や
下
層
民
に
、
最
も
そ
の
し
わ
寄
せ
が
い
く
。
一
九
二
九
年
の
恐

慌
以
後
、
各
国
が
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
敷
い
て
い
く
中
、
国
家
は
、
列
島
住
民
に

対
し
「
国
民
化
」
と
い
う
〈
生
の
囲
い
込
み
と
排
除
〉
を
一
層
強
め
る
。
大
陸

進
出
と
戦
争
準
備
の
暗
い
時
代
で
あ
る
。
暗
闇
の
中
、
迷
走
す
る
「
党
」
指
導

部
の
在
り
方
は
ど
う
で
あ
れ
、
国
家
の
弾
圧
に
抗
し
資
本
と
闘
う
底
辺
労
働
者

の
闘
争
現
場
は
、〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
に
貫
か
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
よ
り
厳
し
い
弾
圧
を
受
け
る
朝
鮮
人

労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
が
互
い
の
生
を
結
び
合
い
、
国
家
・
資
本
を
相
手
に

〈
生
の
囲
い
込
み
と
排
除
〉
に
抗
し
て
闘
っ
た
「
全
協
土
建
」
の
闘
い
も
あ
っ

た
。ま

た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ま
さ
に
生
の
「
糧
」
を
求
め
る
「
昭
和
米
よ
こ

せ
運
動
」
の
展
開
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
連
な
っ
た
、「
京
都
消
費
組
合
」
運
動
に

関
わ
っ
た
者
た
ち
に
よ
る
「
土
曜
日
」
誌
の
刊
行
が
あ
っ
た
。「
生
活
に
対
す
る

勇
気
」「
精
神
の
明
晰
」「
隔
て
な
き
友
愛
」
を
掲
げ
る
「
土
曜
日
」
誌
の
刊
行

は
、
投
獄
覚
悟
で
、
そ
れ
で
も
〈
生
の
享
受
〉
の
姿
勢
を
手
放
さ
な
い
と
い
う
、

国
家
の
〈
生
の
囲
い
込
み
〉
に
対
す
る
抵
抗
の
運
動
で
あ
っ
た
。

②

一
九
四
五
年
直
後
―

短
い
〈
生
の
横
溢
〉
の
季
節

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
後
、
真
っ
先
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
日

帝
支
配
に
よ
る
抑
圧
を
受
け
て
き
た
朝
鮮
人
労
働
者
や
中
国
人
労
働
者
た
ち
で

あ
っ
た
が
、
日
本
国
家
は
周
到
に
、
新
憲
法
施
行
の
前
日
に
、
天
皇
の
最
後
の

勅
令
と
し
て
「
外
国
人
登
録
令
」
を
発
し
、「
国
民
」
か
ら
植
民
地
出
身
者
を
排

除
し
、
切
り
捨
て
た
。

し
か
し
、「
戦
後
０
年
の
戦
後
革
命
」
は
、
闇
市
や
軍
部
の
隠
匿
物
資
の
摘
発

な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、
食
糧
人
民
管
理
、
工
場
で
の
生
産
管
理
闘
争
や
、
そ

れ
に
関
わ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
呼
応
し
た
米
の
供
出
拒
否
が
頻
発
。
国
家
の
〈
生

の
囲
い
込
み
〉
に
背
を
向
け
た
列
島
住
民
の
生
が
溢
れ
出
す
、
短
い
〈
生
の
横

溢
〉
の
季
節
で
あ
っ
た
。

③

一
九
五
〇
年
代
―
〈
生
の
引
き
剥
が
し
〉
に
抗
し
て

米
覇
権
主
義
の
傘
下
で
延
命
し
た
支
配
層
は
、
日
本
資
本
の
再
興
を
狙
っ
て
、

再
度
「
国
民
」
へ
の
〈
生
の
囲
い
込
み
〉
を
強
め
、
求
め
ら
れ
る
だ
け
の
「
領

土
」
を
米
軍
へ
貸
与
す
る
た
め
の
露
払
い
と
し
て
、「
領
土
」
か
ら
の
〈
生
の
引

き
剥
が
し
〉
を
行
う
。
し
か
し
、
国
家
の
言
う
「
領
土
」
と
は
、
住
民
に
と
っ

て
は
共
同
で
生
を
営
ん
で
き
た
か
け
が
え
の
な
い
「
土
地
」
な
の
で
あ
る
。
石

川
県
内
灘
に
始
ま
る
反
基
地
闘
争
は
、「
土
地
」
か
ら
の
〈
生
の
引
き
剥
が
し
〉

に
抗
す
る
地
域
住
民
の
闘
い
で
あ
っ
た
。

年
６
月
、
朝
鮮
戦
争
に
向
け
た
「
米
軍
の
無
期
限
土
地
使
用
許
可
」
の
閣

53
議
決
定
に
対
し
て
、
内
灘
で
は
、「
金
は
一
年
、
土
地
は
万
年
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
村
民
の
座
り
込
み
、
デ
モ
隊
と
警
官
隊
と
の
衝
突
、
北
陸
鉄
道
労
組

の
米
軍
物
資
輸
送
拒
否
決
定
と

時
間
ス
ト
な
ど
、
運
動
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

48

北
鉄
労
組
の
闘
い
に
は
、
大
衆
闘
争
路
線
に
よ
る
組
織
強
化
を
図
る
当
時
の
高
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野
実
総
評
事
務
局
長
も
着
目
し
、
や
が
て
列
島
各
地
に
お
け
る
〈
ぐ
る
み
闘
争
〉

と
し
て
結
実
し
た
。
こ
の
内
灘
の
闘
争
ス
タ
イ
ル
は
、
列
島
各
地
の
反
基
地
闘

争
や
、
沖
縄
で
の
島
ぐ
る
み
闘
争
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
内
灘
を
始
め
列
島
各
地
で
起
き
た
反
基
地
闘
争
は
、〈
生
の
引

き
剥
が
し
〉
に
抗
す
る
地
域
住
民
の
闘
い
に
、
強
度
を
増
す
、
国
家
に
よ
る
〈
生

の
囲
い
込
み
と
排
除
〉
の
姿
勢
に
抗
う
列
島
住
民
が
、
幅
広
く
呼
応
し
、
大
き

な
う
ね
り
と
な
っ
た
。

④

沖
縄
―
〈
生
の
遺
棄
に
う
ち
続
く
生
の
枯
渇
化
〉
に
抗
す
る

島
ぐ
る
み
の
闘
い

敗
戦
直
後
の
天
皇
の
「
沖
縄
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
よ
り
米
軍
統
治
下
と
な
っ
た

沖
縄
へ
、
列
島
上
に
点
在
し
て
い
た
米
軍
基
地
が
、
や
が
て
集
約
さ
れ
、
列
島

か
ら
基
地
は
見
え
に
く
く
な
り
、
列
島
と
沖
縄
の
反
基
地
闘
争
は
分
断
さ
れ
て

い
く
。
島
を
生
き
る
沖
縄
の
人
々
の
〈
生
の
遺
棄
に
う
ち
続
く
生
の
枯
渇
化
〉

は
、
米
帝
と
日
本
国
家
の
両
者
に
よ
る
も
の
だ
が
、
今
や
多
く
の
列
島
住
民
の

意
識
の
中
で
も
、
沖
縄
住
民
の
「
生
の
遺
棄
」
は
起
こ
っ
て
お
り
、
沖
縄
住
民

の
生
を
「
遺
棄
」
し
続
け
る
列
島
住
民
自
身
の
「
生
の
枯
渇
化
」
も
、
沖
縄
と

は
逆
の
意
味
で
、
同
時
進
行
し
て
い
る
。

非
暴
力
不
服
従
で
反
基
地
闘
争
を
闘
う
沖
縄
は
、
今
も
島
ぐ
る
み
で
〈
生
の

遺
棄
に
う
ち
続
く
生
の
枯
渇
化
〉
に
抗
い
続
け
て
い
る
。

①

一
九
六
〇
年
前
後
―

大
労
組
に
よ
る
〈
生
の
組
織
化
〉
の
終
焉
、

さ
れ
ど
闘
い
の
核
心
は
細
部
に
宿
る

一
九
六
〇
年
前
後
、
三
池
闘
争
は
、「
総
資
本
対
総
労
働
の
闘
い
」
と
謳
わ
れ

た
。
労
組
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
回
り
の
是
非
は
さ
て
お
き
、

地
下
の
坑
道
で
、
互
い
に
命
を
預
け
合
い
な
が
ら
働
く
坑
夫
た
ち
の
〈
生
の
サ

ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の
闘
い
は
、
闘
争
の
前
線
に
息
づ
い
て
い
た
。
一
九
一
八
年

米
騒
動
当
時
、
納
屋
制
度
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
、
地
上
で
の
生
活
を
収
奪

さ
れ
て
い
た
坑
夫
た
ち
。
敗
戦
後
の
様
々
な
闘
い
を
通
じ
て
〈
生
の
収
奪
〉
に

抗
っ
て
き
た
坑
夫
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
の
闘
い
の
経
験
を
生
か
し
て
、
生
の
全

重
量
を
賭
け
て
闘
っ
た
。

⑥

一
九
六
〇
年
代
前
半
―

垣
間
見
え
た
〈
生
の
自
律
〉
の
さ
き
が
け

年
安
保
／
三
池
闘
争
敗
北
直
後
、
労
組
・
政
党
か
ら
自
立
し
た
組
織
原
理

60
で
「
大
正
行
動
隊
」
が
結
成
さ
れ
る
。
そ
の
核
と
な
っ
た
の
が
、
谷
川
雁
ら
が

組
織
し
た
「
サ
ー
ク
ル
村
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
口
か
ら
南
九
州
に
ま
た

が
る
文
化
サ
ー
ク
ル
運
動
の
「
交
流
」
に
よ
る
〈
集
団
的
な
革
命
の
知
の
獲
得
〉

を
目
指
し
て
い
た
が
、
や
が
て
、
炭
坑
闘
争
の
最
後
の
〈
闘
い
の
思
想
運
動
的

拠
点
〉
へ
と
変
貌
し
た
。
会
社
か
ら
の
延
命
へ
の
協
力
要
請
を
拒
否
し
、
退
職

者
の
労
働
組
合
運
動
を
独
自
に
展
開
し
た
。
未
払
い
賃
金
や
退
職
金
を
要
求
し
、

ヤ
マ
か
ら
下
り
た
者
た
ち
の
生
活
共
同
体
の
実
現
を
目
指
し
た
闘
い
は
、
生
産

領
域
か
ら
再
生
産
領
域
へ
、
闘
い
の
前
線
の
重
心
が
移
る
こ
と
へ
の
「
遠
い
予

兆
」
で
あ
っ
た
。

⑦

〈
一
九
六
八
年
〉
―
〈
生
の
自
律
〉
を
求
め
て

〈

年
〉
は
大
学
闘
争
の
「
大
学
解
体
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ

68

る
よ
う
に
、
既
存
の
秩
序
や
価
値
観
を
疑
い
、
根
底
的
に
問
い
返
す
「
社
会
闘

争
と
し
て
の
文
化
運
動
」
で
あ
っ
た
。
大
学
の
在
り
方
か
ら
天
下
国
家
ま
で
全

て
を
問
い
返
す
運
動
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
運
動
の
古
典
的
な
範
型
を
ほ
ぼ
解

体
し
、
そ
の
後
の
諸
社
会
運
動
の
在
り
方
の
原
点
と
な
っ
た
。

大
学
と
い
う
場
が
、
明
治
以
来
、
日
本
国
家
・
資
本
が
進
め
る
急
速
な
近
代

化
政
策
を
司
る
心
臓
部
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
、
自
分
が
携
わ
る
学
問

の
在
り
方
を
問
い
、
大
学
の
成
り
立
ち
を
問
う
こ
と
は
、
即
ち
、
日
本
の
近
代

化
や
近
代
合
理
主
義
を
疑
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
立
っ
て
い
る
土

台
が
、
嘘
と
虚
飾
に
満
ち
た
「
日
本
近
代
史
」
や
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
言
説

の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か

そ
れ
は
つ
ま
り
、〈
生
の
他
律
〉
を
疑
い
、
拒
否
し
、〈
生
の
自
律
〉

を
ど
こ
ま
で
も
生
き
よ
う
と
す
る
若
者
た
ち
の
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
で

あ
っ
た
。

こ
の
ス
タ
イ
ル
は
個
人
の
生
き
方
か
ら
運
動
の
組
織
論
ま
で
を
含
ん
で
徹
底
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さ
れ
、
や
が
て
「
近
代
」
そ
の
も
の
が
運
動
的
に
批
判
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
れ

は
、
女
性
解
放
運
動
・
障
害
者
解
放
運
動
・
部
落
差
別
反
対
運
動
、
さ
ら
に
は
、

「
入
管
体
制
」
が
体
現
し
て
い
る
よ
う
な
民
族
差
別
に
対
す
る
反
差
別
運
動
等

に
、
強
い
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
反
公
害
・
反
開
発
・
反
原
発
等
の
地
域
住

民
運
動
に
も
、
広
く
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。

⑧

一
九
六
九
年
代
～
一
九
七
〇
年
代
―
〈
生
の
収
奪
〉
に
抗
し
て

同
じ
頃
、「
寄
せ
場
」
の
暴
動
が
頻
発
す
る
。
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
い
う
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
で
ヤ
マ
を
切
り
捨
て
た
国
家･

資
本
は
、
高
度
成
長
維
持
の
た

め
に
国
土
開
発
・
土
建
に
頼
り
、
列
島
各
地
に
「
寄
せ
場
」
を
作
っ
て
ヤ
マ
（
炭

坑
）
か
ら
ヤ
マ
（
山
谷
・
釜
ヶ
﨑
な
ど
の
ド
ヤ
街
）
へ
、
列
島
に
穿
た
れ
た
地

下
の
坑
道
を
使
っ
て
、
底
辺
労
働
者
を
流
動
化
さ
せ
た
。

高
度
成
長
で
生
ま
れ
た
「
一
億
総
中
流
意
識
」
層
の
眼
前
か
ら
、
隔
離
、
排

除
さ
れ
た
日
雇
い
労
働
者
た
ち
は
、
暴
力
団
が
公
然
と
根
を
下
ろ
す
飯
場
で
、

徹
底
し
た
〈
生
の
収
奪
〉
を
受
け
る
。
そ
の
抑
圧
に
対
し
て
、
そ
の
強
い
ら
れ

る
流
動
性
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
、「
寄
せ
場
」
労
働
者
を
先
頭
に
、
大
衆
的
な

怒
り
が
数
次
に
渡
る
暴
動
と
な
っ
て
爆
発
し
、
現
場
闘
争
が
何
度
も
何
度
も
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

⑨

一
九
七
〇
年
代
―
〈
生
の
分
断
〉
に
抗
し
て

反
公
害
・
反
開
発
等
の
地
域
住
民
運
動
は
、「
生
命
圏
」（
＝
地
域
社
会
の
再

生
産
と
自
然
の
循
環
が
行
わ
れ
る
圏
域
）
と
し
て
の
地
域
の
中
に
、
自
分
・
た

ち
の
生
を
位
置
付
け
、
相
互
扶
助
の
関
係
性
の
中
で
生
を
営
ん
で
き
た
地
域
住

民
が
主
体
と
な
り
、「
地
区
労
」
等
の
労
働
運
動
や
市
民
運
動
が
そ
れ
を
支
援
す

る
形
を
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

国
家
・
資
本
は
、
莫
大
な
資
金
を
投
下
し
、
地
域
住
民
の
間
に
亀
裂
を
生
じ

さ
せ
、
そ
れ
を
利
用
し
て
反
対
の
声
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

「
原
発
爆
発
公
害
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
や
、
生
命
圏
の
可
塑
性
す
ら

収
奪
し
尽
く
し
、
全
地
球
規
模
で
危
険
な
状
況
に
陥
れ
て
い
る
。

②

一
九
八
〇
年
代
・

年
代
・

年
代
→
そ
し
て
現
在

90

00

―
〈
生
の
捕
獲
〉
に
抗
う

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
推
進
軸
と
し
た
資
本
主
義
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を

推
し
進
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
膨
大
な
貧
困
層
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、

生
産
過
程
を
構
造
的
に
改
変
し
、
労
働
者
を
分
断
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

今
や
、
攻
防
の
主
戦
場
は
労
働
現
場
に
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

か
つ
て
は
「
寄
せ
場
」
に
あ
っ
た
〈
生
の
収
奪
〉
に
抗
す
る
「
や
ら
れ
た
ら

や
り
返
せ
（
船
本
洲
治
）」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
た
現
場
闘
争
が
、「
黙
っ

て
の
た
れ
死
ぬ
な
（
船
本
）」
の
闘
い
を
生
き
、9

0

年
代
以
降
、
野
宿
者
の
生

存
闘
争
へ
と
比
重
が
移
っ
た
よ
う
に
、
労
働
を
巡
る
闘
い
は
、
正
規
労
働
者
か

ら
非
正
規
労
働
者
へ
と
比
重
を
移
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
寄
せ
場
の

全
国
化
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
の
中
で
起
き
て
い
る
。

0
0

年
代
に
は
、
そ
う
し
た
非
正
規
労
働
者
の
労
働
組
合
と
し
て
、「
フ
リ
ー

タ
ー
」
労
組
運
動
群
が
叢
生
し
、
そ
の
中
に
は
、
未
払
い
賃
金
の
要
求
を
大
衆

団
交
で
行
い
、
デ
モ
で
は
「
全
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
」
を
叫
ぶ
若
者
た
ち

が
出
現
し
た
。

そ
し
て
〈
３
・

／

〉
以
後
の
原
発
現
地
、
経
産
省
前
、
官
邸
前
、
国
会

11

12

前
の
大
集
合
・
阻
止
行
動
は
、
も
は
や
「
革
新
」
政
党
や
労
働
運
動
が
主
導
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
労
働
現
場
の
直
接
の
利
害
対
立
と
は
距
離
を

置
い
た
と
こ
ろ
で
運
動
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
運
動
的
な
弱
さ
と
な
っ

て
表
れ
て
い
る
面
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
も
労
働
現
場
か
ら
攻
防
の

主
戦
場
が
移
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

生
産
労
働
の
現
場
で
の
攻
防
を
制
し
て
い
る
ネ
オ
リ
ベ
資
本
主
義
・
国
家
は
、

今
や
「
国
家
安
全
保
障
」
や
「
社
会
保
障
」
の
危
機
を
盛
ん
に
煽
り
、
列
島
上

の
す
べ
て
の
〈
生
の
捕
獲
〉
を
狙
っ
て
い
る
。「
労
働
者
」
や
「
労
働
」
と
い
う

概
念
そ
の
も
の
を
溶
解
さ
せ
、
資
本
と
利
害
対
立
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
、

丸
裸
の
バ
ラ
バ
ラ
な
個
と
し
て
自
身
を
認
識
さ
せ
、
進
ん
で
国
家
の
庇
護
の
元

に
入
り
、
自
ら
の
欲
望
を
国
家
意
思
に
自
己
同
一
化
し
よ
う
と
す
る
従
順
な
「
国

民
」
へ
収
斂
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
二
〇
一
五
年
夏
の

国
会
前
で
の
大
合
唱
「
国
民
な
め
ん
な
」
は
、
現
在
の
社
会
運
動
の
大
き
な
危
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機
を
物
語
っ
て
い
る
。
自
ら
を
「
国
民
」
と
自
称
す
る
こ
と
は
、〈
生
の
捕
獲
〉

に
抗
う
意
志
を
毀
損
し
か
ね
な
い
危
う
さ
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

⑪
〈
二
〇
一
一
年
・
３
・

／

〉
以
後
―
「
原
発
爆
発
公
害
」
に
抗
う

11

12

〈
３
・

／

〉
以
後
、「
生
殖
」・「
生
命
」・「
生
存
」・「
生
活
」・「
生
業
」

11

12

を
一
瞬
で
奪
っ
た
「
原
発
爆
発
公
害
」
に
抗
う
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の

動
き
が
、「
自
主
避
難
者
」
た
ち
の
運
動
や
、
補
償
を
求
め
る
裁
判
闘
争
、
放
射

能
の
「
自
主
測
定
」
運
動
、
再
稼
働
阻
止
の
運
動
、
核
廃
棄
物
に
至
る
ま
で
の

核
燃
サ
イ
ク
ル
反
対
闘
争
、
さ
ら
に
は
原
発
輸
出
に
反
対
し
世
界
の
民
衆
と
の

連
携
を
模
索
す
る
運
動
と
い
っ
た
、
多
様
な
形
で
現
れ
た
。

と
り
わ
け
、
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
の
被
曝
か
ら
守
る
立
場
で
、
数
百
も
の

団
体
が
次
々
と
立
ち
上
が
り
、
放
射
能
汚
染
地
帯
か
ら
の
「
移
住
」・「
保
養
」

の
支
援
や
、
食
べ
物
の
放
射
能
測
定
、「
自
主
避
難
」
の
権
利
を
訴
え
る
行
政
交

渉
等
に
、
間
髪
を
入
れ
ず
取
り
組
ん
だ
。4
ヶ
月
後
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
を
放

射
能
か
ら
守
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成
さ
れ
る
。

〈
３
・

／

〉
以
後
、
国
内
の
全
て
の
原
発
は
、
運
転
を
一
時
停
止
し
て

11

12

い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
四
月
の
大
飯
原
発
再
稼
働
決
定
以
降
、
政
府
は
、

折
あ
ら
ば
既
存
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
、
動
か
し
始
め
て
い
る
。

そ
の
動
き
に
対
し
、
反
・
脱
原
発
運
動
が
列
島
各
地
で
粘
り
強
く
展
開
さ
れ
て

い
る
。

「
自
主
避
難
」
の
権
利
を
求
め
る
運
動
に
対
す
る
「
帰
還
」
圧
力
が
凄
ま
じ

い
中
で
、
改
め
て
反
・
脱
原
発
運
動
か
ら
〈
フ
ク
シ
マ
〉
へ
折
り
返
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
、「
原
発
爆
発
公
害
」
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
「
生
の
毀
損
」
を

撃
ち
返
す
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の
動
き
が
、
列
島
各
地
に
あ
る
。

⑫

二
〇
一
九
年
・
天
皇
の
代
替
わ
り

―

私
・
た
ち
は
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
を
貫
く

今
、
こ
の
列
島
で
は
、
天
皇
の
代
替
わ
り
を
巡
る
論
議
が
か
ま
び
す
し
い
。

無
論
、
私
・
た
ち
は
こ
の
代
替
わ
り
を
黙
っ
て
や
り
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
米
騒
動
」
か
ら

年
後
の
一
九
二
八
年
、
支
配
の
側
は
、
思

10

い
通
り
に
進
ま
ぬ
大
陸
侵
略
や
世
界
恐
慌
と
い
う
閉
塞
状
況
を
打

開
し
よ
う
と
、
帝
国
日
本
の
「
象
徴
」
と
し
て
天
皇
を
人
々
の
眼

前
に
登
場
さ
せ
、
帝
国
臣
民
と
し
て
の
「
国
民
」
統
合
を
一
気
に

進
め
、
体
制
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
大
が
か

り
な
「
仕
掛
け
」
が
、「
御
大
典
」
と
い
う
昭
和
天
皇
へ
の
代
替

わ
り
儀
式
だ
っ
た
。

こ
の
儀
式
に
向
け
、
道
路
、
鉄
道
を
始
め
と
す
る
様
々
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
事
業
が
、
大
林
組
等
新
興
土
建
会
社
に
発
注
さ
れ
、
関

西
各
地
で
土
木
工
事
が
強
行
さ
れ
た
結
果
、
事
故
が
頻
発
。
死
傷

者
の
多
く
が
朝
鮮
人
労
働
者
だ
っ
た
。

一
方
、「
御
大
典
」
の
「
場
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
、
精
神

障
害
者
や
朝
鮮
人
が
式
典
会
場
周
辺
か
ら
排
除
さ
れ
、
看
板
、
ポ

ス
タ
ー
類
も
撤
去
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
国
民
」
統
合
を
阻
害
し
、
国
家
に
抗
う
意
思
を
持

つ
と
判
断
さ
れ
た
者
、
と
り
わ
け
共
産
党
員
、
朝
鮮
人
活
動
家
の

逮
捕
、
検
束
が
呵
責
な
く
進
め
ら
れ
る
。
特
に
朝
鮮
人
に
対
し
て

は
、
逮
捕
・
検
束
の
対
象
と
な
っ
た
者
を
、
わ
ざ
と
「
不
逞
鮮
人
」

と
い
う
意
図
的
な
呼
び
名
で
報
道
さ
せ
た
。「
御
大
典
」
は
植
民

地
朝
鮮
人
へ
の
差
別
と
分
断
を
日
本
国
民
の
中
に
深
く
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
さ
れ
た
の
だ
。

中
野
重
治
の
詩
「
雨
の
降
る
品
川
駅
」
に
登
場
す
る
の
は
、
ま

さ
に
「
御
大
典
」
の
た
め
日
本
本
土
か
ら
追
放
さ
れ
た
朝
鮮
人
た

ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
詩
」
は
「
不
逞
鮮
人
」
と
し
て
弾
圧
さ

れ
る
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

が
、
分
断
さ
れ
別
れ
を
強
要
さ
れ
て
も
な
お
繋
が
り
を
求
め
続
け
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よ
う
と
す
る
強
い
思
い
を
、
静
か
な
駅
舎
で
の
別
れ
の
描
写
か
ら
、

弾
圧
と
分
断
の
元
凶
で
あ
る
新
天
皇
の
実
像
を
暴
き
出
し
、
最
後

に
そ
の
喉
首
に
刃
を
突
き
つ
け
る
と
い
う
強
烈
な
描
写
を
通
し
て

表
現
し
て
い
る
。

こ
の
昭
和
の
「
御
大
典
」
か
ら

年
後
に
現
天
皇
へ
の
代
替
わ

60

り
が
行
わ
れ
、
来
年
に
は
、
三
た
び
の
天
皇
代
替
わ
り
が
や
っ
て

来
る
。年

前
の
「
御
大
典
」
か
ら
持
ち
越
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

90
る
、
天
皇
代
替
わ
り
へ
の
「
オ
ト
シ
マ
エ
」
は
、
未
だ
着
け
ら
れ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
日
朝
共
同
闘
争
」
の
闘
い
の
過
程

で
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
を
希
求
し
た
人
々
の
意
志
を
引
き
継
ご
う

と
す
る
私
・
た
ち
に
、
今
も
鋭
く
問
わ
れ
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
天
皇
制
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
か
ら

年
間
、「
平
和
憲

73

法
」
に
組
み
込
ま
れ
た
「
象
徴
天
皇
制
」
と
い
う
、「
天
皇
制
の
最
高
形
態
」（
管

孝
行
）
を
生
き
延
び
て
き
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
に
対
応
す
る
闘
い
の
陣
形
を
い

か
に
創
り
出
す
の
か

大
き
な
問
い
が
立
ち
は
だ
か
る
。

今
、
私
・
た
ち
が
天
皇
制
の
解
体
へ
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

そ
れ

は
、
こ
の
一
〇
〇
年
間
民
衆
が
苦
難
を
乗
り
越
え
引
き
継
い
で
き
た
〈
生
の
サ

ン
ジ
カ
〉
へ
の
希
求
を
、
私
・
た
ち
自
身
が
引
き
継
ぎ
、「
在
日
」
朝
鮮
人
の

人
々
を
始
め
、
ア
ジ
ア
を
出
自
と
す
る
人
々
を
含
む
列
島
上
の
多
く
の
人

々
と
共
に
、
そ
れ
を
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

天
皇
制
の
権
威
へ
の
畏
敬
を
凌
駕
す
る
民
衆
同
士
の
力
強
い
結
び
つ
き
、〈
生

の
組
み
＝
合
い
〉
と
し
て
、
列
島
各
地
で
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
が
希
求
さ
れ
る

と
き
、
天
皇
制
は
も
は
や
畏
怖
す
べ
き
対
象
で
は
な
く
な
り
、
そ
の
存
在
意
義

は
失
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
列
島
全
土
の
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
化
は
、
日
本

国
家
の
宗
教
的
存
立
根
拠
と
し
て
の
天
皇
制
を
無
化
し
、
や
が
て
解
体
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

３
．〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の
現
在
の
戦
線
の
あ
り
か

今
や
、
一
方
で
、
労
組
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
「
革
新
」
政
党
が
車

の
両
輪
と
な
っ
て
諸
社
会
運
動
を
牽
引
す
る
と
い
う
日
本
の
社
会
運
動
の
「
古
典

的
範
型
」
が
崩
れ
て
久
し
い
。
他
方
で
、
ネ
オ
リ
ベ
資
本
主
義
が
、
か
つ
て
は
市

場
原
理
が
及
ぶ
と
は
思
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
医
療
、
介
護
、
育
児
等
、
近
代
福
祉

国
家
が
そ
れ
な
り
に
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
き
た
「
生
の
再
生
産
」
の
領
域
に
ま

で
浸
透
し
、
そ
こ
を
市
場
化
し
て
い
る
。

も
は
や
、
一
家
の
主
が
家
族
を
養
う
た
め
に
外
で
稼
ぎ
、
そ
の
妻
が
子
育
て
や

老
親
の
介
護
を
し
な
が
ら
夫
を
職
場
へ
送
り
出
す
と
い
う
家
族
モ
デ
ル
は
、
賃
金

の
低
下
に
伴
い
崩
れ
去
っ
た
。
家
庭
内
に
い
た
女
性
も
、
賃
金
の
支
払
わ
れ
な
い

シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
を
こ
な
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
外
部
化
し
て
市
場
に

頼
り
な
が
ら
、
男
性
よ
り
更
に
安
い
賃
金
で
買
い
叩
か
れ
て
、
労
働
現
場
に
連
れ

出
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
う
な
る
と
、
資
本
・
国
家V

S

社
会
運
動
の
攻
防
の
主
戦
場
は
、
生
産
現
場
に

は
な
い
。
む
し
ろ
、
今
日
、
攻
防
の
前
線
創
出
の
可
能
性
は
、
生
の
再
生
産
の
領

域
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

近
年
、
ネ
オ
リ
ベ
の
浸
透
に
よ
り
、
生
の
再
生
産
の
領
域
で
の
雇
用
が
急
増
し
、

多
く
の
人
々
の
労
働
現
場
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
で
の
労
働
は
、
何
ら

か
の
生
の
困
難
を
抱
え
た
人
々
に
対
応
す
る
と
い
う
、
繊
細
な
「
感
情
労
働
」
を

強
い
ら
れ
る
「
ケ
ア
ワ
ー
ク
」
が
占
め
る
割
合
が
高
い
。
生
の
困
難
者
と
、
不
安

定
で
不
利
な
形
態
で
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
が
、
一
方
は

「
ケ
ア
」
を
受
け
る
対
象
に
押
し
込
め
ら
れ
、
も
う
一
方
は
最
低
賃
金
で
あ
り
な

が
ら
高
度
な
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
常
に
強
い
ら
れ
て
い
る
。

「
福
祉
国
家
」
と
い
う
看
板
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
ネ
オ
リ
ベ
国
家
と
資
本
が
一

体
化
し
て
、
人
が
相
手
を
気
遣
う
力
を
収
奪
し
て
、
福
祉
労
働
市
場
を
成
り
立
た

せ
て
い
る
の
だ
。
人
と
人
と
が
ど
の
よ
う
に
相
手
を
気
遣
い
、
繋
が
り
合
う
の
か

と
い
う
課
題
を
、
か
つ
て
福
祉
国
家
は
「
国
家
を
介
し
て
解
決
す
る
」
と
し
て
き

た
。
し
か
し
そ
れ
が
破
綻
す
る
と
、
資
本
と
一
体
化
し
た
ネ
オ
リ
ベ
国
家
は
、
そ

の
課
題
を
資
本
主
義
的
関
係
に
切
り
縮
め
た
。
か
く
し
て
、
生
の
困
難
者
と
「
ケ
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ア
ワ
ー
カ
ー
」
は
、
極
め
て
不
自
然
な
資
本
主
義
的
関
係
の
中
で
向
き
合
わ
さ
れ

て
い
る
。

敵
は
、
ネ
オ
リ
ベ
国
家
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
近
代
資
本
制
社
会
で
あ
る
。
こ

の
一
点
に
於
い
て
、
生
の
困
難
者
と
「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
は
、
同
志
た
り
得
る
。

共
闘
は
不
可
避
で
あ
る
。
資
本
制
社
会
に
在
っ
て
、
生
き
難
さ
に
あ
え
ぐ
人
々
が

増
え
続
け
る
中
で
、「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
や
、
家
族
と
し
て
「
ケ
ア
ワ
ー
ク
」
を
続

け
る
人
た
ち
も
ま
た
、
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ネ
オ
リ
ベ
国
家
や
近
代

資
本
制
社
会
に
と
っ
て
、
未
解
決
の
弱
点
で
も
あ
る
。

も
は
や
、
攻
防
の
前
線
創
出
の
可
能
性
は
、
生
の
再
生
産
の
領
域
に
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
問
題
は
、
生
の
困
難
者
た
ち
、
家
族
や
関
係
者
ら
困
難
者
を
「
ケ

ア
」
す
る
者
た
ち
、
様
々
な
「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
た
ち
、
こ
れ
ら
３
者
が
ま
さ
に

〈
当
事
者
〉
と
し
て
、
資
本
・
国
家
に
対
抗
し
、
分
断
を
超
え
て
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

一
〇
〇
年
を
経
て
「
米
騒
動
」
を
受
け
継
ぐ
現
代
の
闘
い
は
、
生
の
再
生
産
の

領
域
で
、「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
を
形
成
す
る
者
た
ち
が
、
資
本
・
国
家
に

対
抗
し
て
連
合
し
た
時
、
つ
ま
り
、「
結
び
＝
合
い
」（
＝
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉）
を

希
求
し
た
時
に
こ
そ
、
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
闘
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

不
可
避
に
〈
す
べ
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉
で
あ
る
。

〈
す
べ
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉

一
九
一
八
年
米
騒
動
以
来
、
こ
の
列

島
の
民
衆
運
動
が
引
き
継
い
で
き
た
こ
の
旗
。
傷
つ
き
汚
れ
た
こ
の
旗
を
再
び
掲

げ
る
こ
と
で
、「
私
・
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
ぞ
！
」
と
示
し
た
い
。
生
き
る
こ
と
の

根
を
資
本
・
国
家
に
蹂
躙
さ
れ
て
も
、
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
な
く
、
抗
う
た
め
に

顔
を
上
げ
て
繋
が
ろ
う
と
す
る
者
た
ち
が
、
そ
の
下
に
集
い
合
え
る
よ
う
に
、
こ

の
旗
を
高
く
高
く
掲
げ
た
い
。

４
．〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
を
再
審
す
る
未
決
の
〈
問
い
〉

一
九
一
八
年
米
騒
動
は
、
前
近
代
と
近
代
と
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
生
ん
だ
。

近
世
か
ら
近
代
の
入
口
ま
で
の
社
会
で
は
、
民
衆
の
〈
生
き
る
た
め
の
必
要
〉

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
共
同
社
会
を
統
治
す
る
者
が
負
う
当
然
の
責
務
と
し
て
観

念
さ
れ
て
い
た
。
富
山
の
港
町
で
は
そ
の
観
念
が
、
米
の
積
み
出
し
を
拒
否
し
、

廉
売
を
引
き
出
す
風
習
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
観
念
が
、
大
都
市

や
鉱
工
業
地
帯
で
階
級
形
成
が
図
ら
れ
よ
う
と
す
る
前
夜
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
労

働
者
や
下
層
民
の
前
に
、
今
で
も
あ
り
得
べ
き
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
、
彼
ら
／

彼
女
ら
の
背
中
を
押
し
た
こ
と
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
ん
だ
の
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
一
九
一
八
年
規
模
の
騒
動
＝
運
動
が
起
き
て
い
な
い
。
そ

れ
は
、
明
治
末
期
か
ら
析
出
さ
れ
て
き
た
「
社
会
」、
す
な
わ
ち
「
近
代
社
会
」
の

内
部
に
人
々
の
生
が
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
「
近
代
化
」
の
進
行
ゆ
え
で
は
な
い
の

か
。近

代
以
前
の
近
世
で
は
、
被
治
者
が
た
と
え
「
客
分
」
を
気
取
っ
て
い
よ
う
と

も
、
そ
の
生
存
権
は
、
一
方
的
に
治
者
の
側
の
責
務
と
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
近

代
に
な
る
と
、
生
存
権
は
、
国
家
の
構
成
員
と
し
て
「
所
得
」
を
得
る
＝
「
所
を

得
る
」
た
め
の
個
々
人
の
「
義
務
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
つ
ま
り
近
代

化
に
よ
っ
て
、
生
存
権
は
、
国
家
の
構
成
員
に
、
国
家
が
付
与
す
る
権
利
と
な
っ

．
．
．
．

た
。し

か
し
〈
す
べ
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉
と
い
う
理
念
は
、
近
代
的
な
生
存

権
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
一
八
年
当
時
に
福
田
徳
三
が
提
唱
し

た
「
極
窮
権
」
に
近
い
、
近
代
の
論
理
で
は
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
存
権

そ
れ
は
、
近
代
を
突
き
抜
け
、
未
来
に
向
け
て
構
想
す
る
想
像
力
の
延
長
線
上
に

し
か
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
私
・
た
ち
が
、
一
九
一
八
年
米
騒
動
か
ら
一
〇
〇
年
の
民

衆
史
を
、〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の
系
譜
と
し
て
捉
え
て
き
た
そ
の
ア
ン
グ
ル

に
、
近
代
化
の
論
理
を
ベ
ー
ス
に
し
た
無
意
識
の
枠
は
、
な
か
っ
た
と
言
い
切
れ

る
の
か

新
た
な
問
い
が
浮
上
す
る
。

こ
こ
に
、〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
を
再
審
す
る
〈
修
羅
の
女
の
長
い
列
〉
を
想
起
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

修
羅
の
女
、
そ
れ
は

列
島
の
底
で
長
い
長
い
列
を
な
し
て
い
る
女
た
ち

修
羅
の
女
、
そ
れ
は

列
島
社
会
の
亀
裂
に
落
ち
た
者
を
、
抱
き
し
め
抱
き
し
め
、
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修
羅
場
を
闘
い
、
生
き
る
女
た
ち

修
羅
の
女
、
そ
れ
は

限
り
な
く
お
ろ
お
ろ
と
「
悶
え
神
」
に
近
づ
き
な
が
ら
、

限
り
な
く
そ
こ
か
ら
遠
ざ
か
り
、
聖
者
で
あ
る
こ
と
を
拒

む
女
た
ち

修
羅
の
女
、
そ
れ
は

見
殺
さ
れ
る
の
を
承
知
で
敗
者
を
抱
き
し
め
、
見
殺
さ
れ

る
の
を
承
知
で
勝
者
の
喉
首
に
喰
ら
い
つ
く
女
た
ち

修
羅
の
女
、
そ
れ
は

耳
を
す
ま
せ
ば
、
今
も
列
島
底
部
に
そ
の
所
作
・
声
が
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
流
れ
る
女
た
ち

こ
の
列
島
を
吹
き
抜
け
た
「
近
代
」
が
穿
っ
た
亀
裂
に
落
ち
た
者
は
、
数
知
れ

ず
。
そ
の
者
た
ち
を
抱
き
し
め
、
抱
き
し
め
、
修
羅
を
生
き
た
女
の
長
い
列
は
、

今
も
続
い
て
い
る
。
私
・
た
ち
は
、
そ
の
長
い
列
が
発
す
る
声
を
聞
き
分
け
て
い

る
か
？
そ
の
長
い
列
が
は
ら
む
未
生
の
夢
を
分
有
し
て
い
る
か
？
そ
れ
ら
の
声
・

夢
を
包
み
込
む
こ
と
な
し
に
、
こ
の
列
島
の
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
は
あ
り
う
る
の

か
？

こ
れ
ら
の
〈
問
い
〉
の
前
に
自
分
・
た
ち
を
晒
し
、
絶
え
ず
自
分
・
た

ち
を
再
審
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
私
・
た
ち
は
、
も
っ
と
遠
く
ま
で
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

Ⅲ
．

私
・
た
ち
は
〈
ど
こ
〉
へ
行
く
の
か

１
．〈
介
護
の
社
会
的
自
治
〉
こ
そ
が
、
一
〇
〇
年
の
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の

系
譜
に
繋
が
る

未
決
の
〈
問
い
〉
を
抱
え
な
が
ら
、
私
・
た
ち
は
、〈
す
べ
て
の
生
の
無
条
件
の

肯
定
〉
と
い
う
旗
を
掲
げ
続
け
る
。「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
形
成
に
向
け

て
、
闘
い
の
現
場
を
創
り
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
九
〇
年
代
末
に
「
介
護
の
社
会
化
」
を
求
め
た
の
は
、
長
期
に
わ
た
る
シ

ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
の
苦
難
を
突
き
破
る
女
性
た
ち
の
声
だ
っ
た
。
高
齢
者
は
、
未
だ

〈
当
事
者
〉
た
り
え
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
「
介
護
保
険
制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
は
や

年
。
こ
の

18

間
「
介
護
の
社
会
化
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
」
た
ち

の
奮
闘
ぶ
り
に
、
未
来
を
委
ね
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
状
態
が
続
い
た
後
、
次
第

に
「
介
護
の
ネ
オ
リ
ベ
化
」
へ
と
反
転
さ
れ
、
そ
の
内
実
は
「
ネ
オ
リ
ベ
化
＝
縮

退
」
と
な
っ
て
進
行
し
た
。
今
や
国
家
は
、
そ
の
「
介
護
の
縮
退
」
を
、
窮
地
に

決
ま
っ
て
持
ち
出
す
「
伝
家
の
宝
刀
」
た
る
「
地
域
再
生
」
を
も
っ
て
、
更
に
は

『
我
が
事
・
丸
ご
と
共
生
社
会
』
な
る
誘
導
装
置
の
創
出
を
も
っ
て
、
合
理
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
地
獄
へ
の
途
は
『
地
域
』
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

る
」
の
だ
。
待
っ
て
い
る
の
は
、「
よ
そ
事
・
空
事
・
身
勝
手
社
会
！
」
で
は
な
い

か
。か

つ
て
、
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
と
し
て
家
庭
内
で
「
ケ
ア
」
を
続
け
て
き
た
女
性

た
ち
が
求
め
、
実
現
す
る
か
に
見
え
た
「
介
護
の
社
会
化
」
が
、「
介
護
の
反
社
会

化
」
へ
と
反
転
し
、
そ
の
実
質
は
「
介
護
の
縮
退
」
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
い

う
「
問
題
」

こ
の
「
介
護
『
問
題
』
の
社
会
化
」
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
「
ケ
ア
」

を
受
け
る
側
に
押
し
込
め
ら
れ
、
対
象
と
し
て
し
か
認
め
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
高

齢
者
た
ち
自
身
が
声
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
生
産
労
働
／
再
生
産
労
働
」
の
つ
つ
が
な
い
循
環
を
守
ろ
う
と
す
る
「
福
祉

国
家
」
の
破
れ
目
を
、
押
し
広
げ
立
ち
の
ぼ
る
声

そ
の
循
環
か
ら
は
廃
用
と

さ
れ
、「
福
祉
国
家
」
の
体
裁
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
「
老
後
の
生
」
と
し
て
扶
助
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
の
声
が
、「
老
後
の
生
」
と
し
て
の
『
自
立
へ
の
封
じ
込
め
』
に

抗
い
、
老
境
に
あ
っ
て
も
自
ら
の
生
の
〈
自
律
〉
を
求
め
、「
生
産
労
働
／
再
生
産

労
働
」
の
循
環
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
近
代
資
本
制
そ
の
も
の
に
異
議
を
唱
え
る
そ

の
叫
び
こ
そ
が
、「
介
護
『
問
題
』
の
社
会
化
」
を
推
し
進
め
る
の
だ
。

近
代
社
会
が
「
老
い
」
を
廃
用
の
坂
道
に
追
い
や
り
な
が
ら
、
近
代
の
「
爛
熟
」

の
果
て
に
、
高
齢
化
社
会
→
高
齢
社
会
→
超
高
齢
社
会
と
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
に
変
異

し
、
膨
大
な
高
齢
者
群
を
死
に
追
い
や
る
か
、
か
す
か
に
生
の
余
地
を
与
え
る
か

の
あ
わ
い
を
よ
ろ
め
い
て
い
る
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者
が
、
こ
の
時
代

の
〈
む
こ
う
〉
へ
と
次
世
代
を
繋
ぐ
「
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
の
担
い
手
に
な

る
の
だ
。（
半
世
紀
前
の
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
渾
身
の
〈
問
い
〉
＝
「
老
年
期
に
お
い

て
人
間
が
一
個
の
人
間
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
社
会
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
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べ
き
か
」、「
老
人
の
境
涯
を
受
諾
し
う
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
人
間
全
体
を

つ
く
り
直
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
人
間
相
互
の
す
べ
て
の
関
係
を
根
本
的
に
つ
く
り
変

え
ね
ば
な
ら
な
い
」
に
応
え
る
の
は
、
今
日
た
だ
今
の
、
高
齢
者
自
身
だ
。）

高
齢
者
群
が
発
す
る
声
に
呼
応
し
て
、「
ケ
ア
」
す
る
家
族
た
ち
の
中
か
ら
も
、

「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
た
ち
の
中
か
ら
も
、「
介
護
『
問
題
』
の
社
会
化
」
を
担
う
〈
当

事
者
〉
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
が
形
成
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
先
に
は
、「
介
護
の
社
会
化
」
の
反
転
の
反
転
が
見
え
て
く
る
。
無
数

の
「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
連
合
が
目
指
す
「
介
護
の
社
会
化
」
と
は
、「
介

護
の
社
会
的
自
治
化
」
に
他
な
ら
な
い
。

「
介
護
の
社
会
的
自
治
」
は
、
米
騒
動
か
ら
の
〈
生
の
サ
ン
ジ
カ
〉
の
希
求
の

系
譜
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
核
心
は
〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉
が
担
う
の
だ
。

２
．「
生
の
再
生
産
の
社
会
的
自
治
」
の
創
出
に
向
か
う
多
様
な
「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
」
の
連
合
を
！

で
は
、
生
の
再
生
産
領
域
で
の
運
動
の
戦
線
を
、
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く

の
か
。

こ
の
列
島
に
潜
在
す
る
幾
多
の
「
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
が
、
国
家
・
資

本
か
ら
の
分
断
攻
撃
に
抗
っ
て
〈
組
み
＝
合
い
〉
な
が
ら
、
現
在
の
「
ケ
ア
」
シ

ス
テ
ム
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
生
の
困

難
者
は
高
齢
者
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
中
の
生
の
困
難

者
た
ち
と
保
護
者
た
ち
と
保
育
・
教
育
労
働
者
た
ち
、
障
害
者
た
ち
と
介
護
家
族

ら
と
介
護
労
働
者
た
ち
、
他
に
も
、
ひ
き
こ
も
り
・
犯
罪
被
害
者
・
元
受
刑
者
・

失
業
・
極
貧
・
無
権
利
状
態
の
外
国
籍
の
人
々
・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
様
々
な

困
難
を
強
い
ら
れ
る
人
々
と
、「
ケ
ア
」
す
る
家
族
や
関
係
者
ら
と
、
地
域
社
会
の

中
で
支
援
す
る
立
場
の
者
た
ち
と
い
う
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
「
当
事
者
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
」
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
国
家
・
資
本
に
抗
っ
て

〈
組
み
＝
合
い
〉、
連
合
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
変
革
の
推
力
を
創
出
す
る

私
・
た
ち
は
現
在
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
生
の
再
生
産
領
域
で
の
「
戦

線
」
の
形
成
へ
の
筋
道
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
、〈
す
べ
て
の
生
の
無

条
件
の
肯
定
〉
の
旗
の
下
、「
生
の
再
生
産
の
社
会
的
自
治
」
の
創
出
に
向
か
う
も

の
で
あ
る
。

３
．
二
つ
、
三
つ
、
数
多
く
の
〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉
を
つ
く
れ
！

「
リ
ャ
ン
ナ
ジ
あ
る
い
は
共
生
の
力
が
も
は
や
『
日
々
の
出
費
』

で
は
な
く
、
人
間
と
い
う
概
念
の
豊
か
さ
に
対
す
る
配
慮
と
な

る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
力
を
高
度
必
需
の
う
ち
に
投
企
し

よ
う
」（
＊
「
高
度
必
需
品
宣
言
」
か
ら
）

〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉

そ
れ
は
、
上
に
〈
引
用
〉
し
た
「
高
度
必
需
品
宣

言
」
に
な
ら
っ
て
、
高
齢
者
の
「
飲
み
、
食
べ
、
生
き
延
び
る
こ
と
の
直
接
的
必

要
性
」（「
散
文
的
な
る
も
の
」）
の
充
足
か
ら
「
自
己
成
熟
へ
の
要
求
」（「
詩
的
な

る
も
の
」）
の
全
き
充
足
に
い
た
る
ま
で
の
実
現
を
求
め
る
要
求
者
組
合
で
あ
る
︙

と
、
言
っ
て
み
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
誘
惑
を
振
り
切
り
、
私
・
た
ち
は
、
あ
え
て
、
現
行
の
高
齢
者

の
「
介
護
」
な
ど
に
関
わ
る
法
・
制
度
に
即
し
た
変
革
に
向
け
て
、〈
高
齢
者
生
存

組
合
〉
の
存
在
意
義
を
言
い
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉

そ
れ
は
、
高
齢
者
が
こ
の
社
会
に
存
在
す
る
こ
と

に
お
い
て
負
わ
さ
れ
る
、
多
重
の
負
荷
か
ら
の
解
放
を
求
め
、
闘
う
「
最
終
〈
組

み=

合
い
〉・
サ
ン
ジ
カ
」
で
あ
る
。「
最
終
組
合
」
は
、「
最
終
（la

st

）」
の
字

義
通
り
に
多
重
の
役
割
を
課
題
と
す
る
が
、
そ
の
核
心
は
、
高
齢
者
の
最
低
限
度

の
必
需
か
ら
最
高
度
の
必
需
ま
で
を
求
め
る
要
求
者
の
〈
サ
ン
ジ
カ
〉
で
あ
る
。

生
の
困
難
な
「
高
齢
当
事
者
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
一
角
を
な
す
〈
高
齢
者
生

存
組
合
〉
は
、
当
面
の
最
低
限
度
の
必
需
ラ
イ
ン
を
「
障
害
者
基
本
法
」

そ

れ
は
、「
国
連
」
を
媒
介
に
結
節
し
た
世
界
の
障
害
者
の
闘
い
と
、
そ
れ
に
呼
応
し

た
、
こ
の
列
島
に
お
け
る
長
年
に
お
よ
ぶ
障
害
者
の
苦
闘
が
勝
ち
取
っ
た
、
障
害

者
の
最
低
限
度
の
必
需
の
現
在
の
水
準
の
指
標
で
あ
る

に
置
き
、「
介
護
保
険
．
．

法
」
を
反
転
し
返
す
「
介
護
保
障
法
」
へ
の
転
位
を
推
し
進
め
、
そ
の
〈
先
〉
に
、

．
．

多
種
多
様
な
〈
生
の
困
難
者
〉
に
と
っ
て
の
最
高
度
の
必
需
の
指
標
た
る
べ
き
、

総
合
的
な
「
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
」
の
創
設
を
、
永
続
的
に
求
め
続
け
る
。

〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉

そ
れ
は
、
高
齢
者
の
最
低
限
度
の
必
需
か
ら
最
高
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度
の
必
需
ま
で
を
求
め
る
要
求
者
の
〈
サ
ン
ジ
カ
〉
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た

営
み
を
〈
高
齢
者
の
都
市
へ
の
権
利
〉
と
し
て
永
続
的
に
推
し
進
め
る
〈
サ
ン
ジ

カ
〉
で
あ
る
。
こ
の
〈
高
齢
者
の
都
市
へ
の
権
利
〉
に
お
い
て
こ
そ
、
な
お
『
権

利
条
約
』
に
至
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
す
で
に
一
九
九
一
年
に
『
高
齢
者
の
た

め
の
国
連
原
則
』
に
結
実
し
て
い
る
『
独
立
・
参
加
・
ケ
ア
・
自
己
実
現
・
尊
厳
』

の
理
念
が
、
現
実
化
さ
れ
、
実
定
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
進
行
に
応

じ
て
、『
高
齢
者
の
権
利
条
約
』
が
着
地
し
て
い
く
可
能
性
が
現
実
化
す
る
だ
ろ
う

し
、
高
齢
者
の
要
求
を
め
ぐ
る
〈
な
に
を
〉
と
〈
ど
の
よ
う
に
し
て
〉
の
一
体
化

の
必
要
性
が
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉
は
、
国
家
・
資
本
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
て
い

る
「
都
市
の
奪
還
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、『
生
の
再
生
産
の
社

会
的
自
治
』
の
核
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
つ
、
三
つ
、
数
多
く
の
〈
高
齢
者
生
存
組
合
〉
を
創
れ
！

〈
高
齢
者
生

存
組
合
〉
は
、〈
す
べ
て
の
生
の
無
条
件
の
肯
定
〉
の
旗
の
下
に
、
こ
の
列
島
社
会

を
生
き
る
全
て
の
者
の
＜
生
＝
命
＞
が
革
ま
る
ま
で
、
遠
く
ま
で
行
く
。

＊
「
高
度
必
需
品
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、『
思
想
』
二
〇
一
〇
年
９
月

N
O
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0
3
7

『「
高
度
必
需
」
と
は
何
か
︱
ク
レ
オ
ー
ル
の
潜
勢

力
︱
』
参
照

こ
の
「
宣
言
」
で
、「
リ
ャ
ン
ナ
ジ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
も
の
こ
そ
、
私
・
た
ち
が
執
着
し
て
い
る
「
サ
ン
ジ
カ
」

に
あ
た
る
。


